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第４期群馬県教育振興基本計画の理念と

群馬県総合教育センターの果たす役割

群馬県総合教育センター
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はじめに 「大きな時代の変化の中で・・・」

教育センター・教育研究所の役割・存在意義は？



はじめに 「新しい一歩の挑戦」（「できることからやってみる」）
「心と学びのサポートセンター『つなぐん』」の「つなサポ」の紹介



【目指す児童生徒（教職員）の姿】

予測困難で、変化の激しい社会の中を

自ら主体的に判断・行動し、

強くしなやかに対応できる児童生徒（教職員）



第４期 群馬県教育振興基本計画 １



「ウェルビーイング（Well-being）」 ×Happy ×映え
多様な個人が、それぞれの幸せや生きがいを感じられ、 身体的・精神的

・社会的に良い状態にあること｡ 短期的な幸福だけでなく、生きがいや人
生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念。

「エージェンシー（Agency）」 ×SNSの叩き
人がみな生まれながらに持つ、自分自身の人生と周りの社会をよりよくして
いこうとする 意志の強さ。社会や集団の中で課題を「自分事化」して、自己
の役割を果たそうとする姿勢。「当事者として参画する態度」

※ 小学校一年生に、分かるように説明すると・・・・？



第４期 群馬県教育振興基本計画 ２



第４期 群馬県教育振興基本計画 ３



第４期 群馬県教育振興基本計画 ４
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群馬県総合教育センターの役割

群馬県教育委員会

施策の立案・執行

群馬県総合教育センター
「研修・研究機関」

群馬県教育のシンクタンク
「自分で考えて、自分で決めて、自分で動き出す」

【直面する諸課題】
・第４期教育振興基本計画の実施
・予測困難な時代を生き抜く児童生徒の育成
・主体的・対話的で深い学びの実現
・非認知能力の育成の必要性
・不登校児童の増加
・減少する児童生徒への対応
・教員不足、教員の魅力度向上
・ＩＣＴの効果的な利活用 など



令和６年度 群馬県総合教育センター「改革の方向性」

学習
•子供が主語となる学びの実現 （子供のAgency）

研修
•研修観の転換 （教員のAgency）

支援
•相談・支援の一体的推進 （誰一人取り残さない教育）

喫緊の教育課題の解決に向けての「具体策の提案・提言」ができるようにする
→「各係が主体となった研究の推進」「長期研修員の募集区分の変更」

テーマ 「一歩先を見て、半歩前を進む」「一歩先のカタチ」
R５ R６





令和６年度 長期研修員の研究実践の方向性

研企 ・研修観の転換 ・教員の魅力度向上
義務 ・自由進度学習 ・美術（デジ庁指定AI活用）
高校 ・SAH非認知能力の育成・スコットランド型
情報 ・プログラミング教育 ・校内クラウドの提案
特支 ・インクルーシブ教育「自らの学びをつくる」
幼児 ・「架け橋期」のカリキュラム作成・実践
相談 ・「つなサポ」の企画作成・運営・実践

※各係の進める研究の実践・検証を長期研修員が担う



相談・支援体制の充実を目指して
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終わりに

総合教育センターは
「群馬の教育の『一歩先のカタチ』」を示します！
「伸びようとする子供・教職員」を応援します！

つなぐん（不登校支援） 自由進度学習（教育実践）
普及・啓発

（連盟双書・ぐんま教育賞）

各市町村の教育センター・教育研究所・ 教育支援センターとの連携・ネットワーク


